
香
川
県
労
働
組
合
総
連
合
や

香
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

な
ど
で
つ
く
る
香
川
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
（
県
社
保
協
）

が
10
～
14
日
の
間
、
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
に
取
り
組
み
、
県
内
16

自
治
体
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

高
松
市
で
は
13
日
、
約

50
人
が
参
加
し
、
市
の
担

当
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

県
社
保
協
が
事
前
に
提

出
し
た
、
い
の
ち
・
暮
ら

し
・
社
会
保
障
の
拡
充
と

制
度
の
改
善
を
求
め
る

「
介
護
・
福
祉
・
医
療
な

ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充

に
つ
い
て
の
陳
情
書
」
へ

の
市
か
ら
の
回
答
を
も
と

に
、
参
加
者
が
再
質
問
。

「
物
価
高
騰
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
実
施
で
中
小

業
者
の
営
業
と
暮
ら
し
は

厳
し
い
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
を

下
げ
、
傷
病
手
当
金
や
出
産
支

援
金
な
ど
病
気
や
出
産
時
の
直

接
給
付
の
制
度
創
設
の
検
討
を
」

「
保
育
士
の
処
遇
改
善
等
の
加

算
で
な
く
、
配
置
基
準
の
見
直

し
を
一
緒
に
国
に
要
望
し
て
ほ

し
い
」
「
低
額
診
療
報
酬
制
度

を
薬
局
で
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
「
市
が
先
導

し
て
認
知
症
に
も
繋
が
る
、
耳

の
聞
こ
え
を
よ
く
す
る
た
め
の

施
策
を
考
え
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
岡
田
ま
な
み
、

藤
沢
や
よ
い
両
高
松
市
議
が
同

席
し
ま
し
た
。

高
松
市
で
16
日
、
日
本
共
産

党
香
川
県
委
員
会
は
第
67
回
県

党
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

中
谷
県
委
員
長
は
、
総
合
計

画
を
提
起
し
、
「
総
選
挙
後
に

政
治
の
流
動
的
大
激
動
が
生
ま

れ
、
『
新
し
い
政
治
プ
ロ
セ
ス
』

を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
日
本
共

産
党
の
た
た
か
い
と
躍
進
が
決

定
的
だ
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
18
人
が
発
言
。
①

参
院
選
で
比
例
候
補
５
人
の
勝

利
へ
の
熱
い
思
い
、
②
香
川
で

も
す
す
む
戦
争
す
る
国
づ
く
り

の
問
題
、
医
療
・
介
護
、
教
育

な
ど
で
の
深
刻
な
事
態
、
③
要

求
対
話
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
楽
し

い
実
践
が
読
者
拡
大
の
力
、
④

世
代
的
継
承
で
は
、
昨
年
前
進

し
た
民
青
同
盟
の
報
告
や
県
委

員
会
の
若
者
対
策
、
⑤
丸
亀
市

議
選
挙
、
⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
重
要
性

と
「
民
主
香
川
」
の
役
割
と
購

読
の
訴
え
、
⑦
全
党
員
参
加
の

党
づ
く
り
へ
の
決
意
な
ど
、
多

彩
な
テ
ー
マ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
と
結
語
、
総
合
計
画
が

全
会
一
致
で
採
択
。
40
人
の
新

し
い
県
委
員
を
選
出
し
、
名
誉

役
員
を
承
認
し
ま
し
た
。

県
常
任
委
員
は
、
中
谷
浩
一

委
員
長
、
石
田
真
優
書
記
長
、

白
川
容
子
副
委
員
長
、
赤
木
玲

子
、
樫
昭
二
、
河
村
整
、
佐
伯

守
、
田
辺
健
一
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
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自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

社
会
保
障
の
拡
充
を

香
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

野
菜
は
高
い
し
、

毎
月
食
費
も
多
く
か

か
り
ま
す
ね
。
２
０

２
４
年
、
日
本
で
エ

ン
ゲ
ル
係
数
（
家
計

の
総
消
費
支
出
の
う

ち
食
料
費
が
占
め
る

割
合
）
が
、
２
８
・

３
％
に
上
り
、
１
９
８
１
年
以
来

43
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
だ
と
総
務

省
の
家
計
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。

物
価
高
騰
や
円
安
な
ど
で
食
料
品

価
格
の
高
騰
、
実
質
賃
金
の
伸
び

悩
み
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。相

対
的
貧
困
率
を
見
て
み
る
と

２
０
２
１
年
の
貧
困
線
（
等
価
可

処
分
所
得
≒
手
取
り
の
中
央
値
の

半
分
）
は
１
２
７
万
円
。
「
相
対

的
貧
困
率
」
は

１
５
・
４
％
で
す
。

つ
ま
り
、
人
口
の
６
人
に
１
人
、

約
２
０
０
０
万
人
が
貧
困
ラ
イ
ン

以
下
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
と
い
う
驚
き
の
数
字
で
す
。

そ
も
そ
も
厚
労
省
が
国
民
生
活
基

礎
調
査
で
の
大
規
模
調
査
が
３

年
に
一
度
で
、
他
は
簡
易
調
査
で

す
。
経
済
格
差
を
な
く
す
、
暮
ら

し
や
生
業
を
守
り
、
基
本
的
人
権

の
最
も
大
事
な
「
国
民
一
人
ひ
と

り
の
生
存
権
を
保
障
す
る
」
と
い

う
感
覚
が
政
府
に
あ
る
の
か
、
根

本
的
に
問
い
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
（
ま
）

日
本
共
産
党
香
川
県
委

員
会
が
県
党
会
議
開
く

【
３
面
か
ら
】
に
は
、
Ｂ
52

爆
撃
機
が
空
中
分
解
し
旋
回

し
な
が
ら
落
下
。
そ
の
遠
心

力
に
よ
っ
て
、
完
全
に
運
用

可
能
な
水
素
爆
弾
が
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
上
空
に
放
り
出

さ
れ
た
。
広
島
型
の
数
百
倍

も
の
威
力
を
持
つ
水
爆
の
爆

発
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
た
っ
た
1
つ
の
ス
イ
ッ

チ
の
お
か
げ
だ
っ
た
。

★
１
９
６
５
年
12
月

５
日
、
米
空
母
タ
イ

コ
ン
デ
ロ
ガ
が
ベ
ト

ナ
ム
北
爆
か
ら
横
須

賀
へ
帰
航
中
に
Ｂ
43

核
爆
弾
を
搭
載
し
た

Ａ
ー
４
Ｅ
攻
撃
機
が

海
に
落
下
。
事
件
は

沖
縄
近
海
（
日
本
の

排
他
的
経
済
水
域
）
で
起
こ
っ

た
が
、
米
軍
は
当
初
日
本
に

は
事
実
を
伝
え
な
か
っ
た
。

辛
う
じ
て
核
爆
発
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
ー
４

お
よ
び
パ
イ
ロ
ッ
ト
１
名
と

Ｂ
43
核
爆
弾
が
失
わ
れ
、
現

在
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

★
１
９
６
６
年
、
ス
ペ
イ
ン

南
部
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の

パ
ロ
マ
レ
ス
と
い
う
村
で
、

米
軍
爆
撃
機
が
空
中
給
油
中

に
衝
突
・
墜
落
し
、
搭
載
中

の
熱
核
爆
弾
が
落
下
。
幸
い

核
爆
発
は
免
れ
た
が
、
ウ
ラ

ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
拡
散
。

住
民
は
深
刻
な
放
射
能
汚
染

を
理
由
に
偏
見
を
受
け
て
い

る
と
の
こ
と
。
（
２
０
２
４

年
８
月
18
日
付
「
赤
旗
」
で

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
ス
ペ

イ
ン
代
表
が
詳
し
く
語
っ
て

い
ま
す
）

ア
メ
リ
カ
で

は
こ
れ
以
降
も

事
故
は
発
生
し

て
い
ま
す
が
、

煩
雑
に
な
る
の

で
省
略
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
ソ

連
で
も
、
核
搭

載
の
原
潜
に
関

わ
る
事
故
の
報

告
は
1
件
や
2
件
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
軍
用
機
に
関
わ

る
事
故
の
情
報
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ

も
皆
無
だ
と
は
と
て
も
思
え

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
事
故
は
、
幸
い

な
こ
と
に
い
ず
れ
も
核
爆
発

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
そ
れ
は
、
単
に
運
が

よ
か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
運
は
い
つ
か

尽
き
ま
す
。
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戦
時
中
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
未

耕
地
の
開
墾
開
拓
が
全
国
的
に
進
め

ら
れ
た
。
集
団
的
・
組
織
的
に
進
め

ら
れ
た
開
墾
の
う
ち
、
勤
労
奉
仕
隊

が
集
団
労
働
で
開
墾
し
た
開
拓
地
は

報
国
農
場
と
よ
ば
れ
た
。
ま
た
、
学

校
の
運
動
場
な
ど
に
つ
く
ら
れ
た
畑

も
報
国
農
場
と
よ
ば
れ
た
。
報
国
農

場
の
開
墾
や
農
作
業
の
た
め
に
、
国

民
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
「
銃
後
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
男
女
が
大

量
に
勤
労
動
員
さ
れ
た
。

※
笠
居
郷
の
報
国
農
場
は
、
青
峰

な
ど
五
色
台
の
台
地
上
や
勝
賀

山
、
串
の
山
な
ど
の
山
麓
を
は

じ
め
、
河
川
の
河
原
、
た
め
池

の
土
手
、
学
校
の
運
動
場
、
寺

や
神
社
の
境
内
な
ど
に
も
つ
く

ら
れ
、
イ
モ
畑
や
カ
ボ
チ
ャ
畑

と
さ
れ
た
。
昭
和
19
年
（
１
９

４
４
）
に
は
、
栗
林
公
園
北
運

動
場
（
現
北
庭
）
が
報
国
農
場

と
な
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
収
穫
さ

れ
た
。

※
下
笠
居
国
民
学
校
の
生
徒
は
、

五
色
台
上
の
報
国
農
場
で
農
作

業
に
従
事
し
た
。
五
色
台
上
に

拓
か
れ
た
報
国
農
場
は
、
戦
後

は
満
蒙
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
の

入
植
地
と
し
て
転
用
さ
れ
た
。

※
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
か
ら

満
州
報
国
農
場
の
建
設
の
た
め

全
国
各
地
か
ら
満
州
報
国
農
場

隊
（
満
州
勤
労
奉
仕
隊
）
が
半

年
～
1
年
の
交
代
制
で
満
州
に

入
植
し
た
。
多
く
は
国
民
学
校

や
青
年
学
校
在
学
中
の
生
徒
で

あ
っ
た
。

「
報
国
農
場
が
あ
っ

た
青
峰
へ
は
、
学
校
か

ら
何
べ
ん
上
っ
た
か
分

ら
ん
わ
。
多
い
と
き
は

毎
日
上
ら
さ
れ
た
。
今

日
は
青
峰
へ
上
ら
ん
で

え
え
と
い
う
日
は
、
ほ
っ

と
し
た
わ
。
報
国
農
場

で
の
仕
事
は
護
国
芋

（
ご
こ
く
い
も
）
の
イ

モ
さ
し
が
多
か
っ
た
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
で

な
ん
ぼ
で
も
採
れ
る
け
ど
、
ま
ず
い
。

も
と
も
と
は
豚
の
え
さ
用
の
芋
だ
っ

た
ん
よ
。
イ
モ
よ
り
も
ツ
ル
の
ほ
う

が
ま
だ
う
ま
か
っ
た
。
そ
の
上
、
食

う
た
ら
必
ず
へ
（
お
な
ら
）
が
出
る
。

ナ
ン
ボ
で
も
出
る
。
教
室
中
の
み
ん

な
が
へ
ば
か
り
し
よ
っ
た
わ
」
。

「
当
時
、
私
は
旧
制
高
松
中
学
に

入
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
ン
や
け
ど
、

授
業
は
な
く
て
、
峰
山
の
開
墾
ば
か

り
。
毎
日
毎
日
峰
山
に
上
が
っ
て
、

畑
を
作
っ
て
い
た
。
と
に
か
く
石
ば
っ

か
り
で
、
鍬
な
ン
か
役
に
立
た
ン
。

今
の
常
識
で
は
、
と
て
も
畑
と
言
え

る
も
の
に
は
な
ら
ン
か
っ
た
け
ど
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
イ
モ
は
さ
し
た
。

今
で
も
た
ま
に
峰
山
に
上
が
る
と
、

こ
こ
も
、
こ
こ
も
、
あ
そ
こ
も
開
墾

し
た
な
ア
と
思
い
出
す
」
。

郷
土
史
辞
典｢

笠
居
郷
探
訪｣

（
一
部
抜
粋
）
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